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ちよだボランティアセンター  

発行／社会福祉法人千代田区社会福祉協議会 ちよだボランティアセンター 
〒101-0065 千代田区西神田１－３－４ 西神田庁舎４階 
開室日・時間 月～土曜日（祝日を除く） ９：００～１９：００ 
TEL ０３－５２８２－３７１６  FAX ０３－５２８２－３７１８  E-mail volunteer@chiyoda-cosw.or.jp 
URL http://www.chiyoda-vc.com/ 

※当センターのホームページは、（株）大塚商会様の社会貢献活動の一環としてご提供いただいております。 

●神田尾張屋 富山町店（神田富山町 17） 

●寿美吉（神田鍛冶町 1-7-14） 

●ヘアーサロン オクノ（鍛冶町 1-3-7） 

●神田江戸ツ子寿司 彩 

（鍛冶町 2-13-26） 

●セキグチ理髪店（鍛冶町 2-9-3） 

●恵比寿（神田多町 2-5） 

●理容ワコウ 

（神田多町 2-6-4磯村ビル） 

●神田元楽（神田多町 2-9-6） 

●ヘアーサロン ミヤビ 

（内神田 1-17-2 田中ビル） 

●バーバーノシロ（内神田 1-18-9） 

●山茂登（内神田 1-18-9） 

●中国料理 華福（内神田 2-2-1） 

●HAIR SALON みつは 

（内神田 2-7-12） 

●浅野屋本店（内神田 2-7-9） 

●神田丸屋（内神田 2-9-10） 

 

●松月庵（神田須田町 2-3-9） 

●サロンドパルテール（神田練塀町 1 番

地 岡村ビル 1Ｆ） 

●三友（神田松永町 15-1） 

●朝日屋（神田松永町 16） 

●ヘアーサロン 永島（神田佐久間町 2-1 

永島ビル 2Ｆ） 

●山茂登（神田佐久間町 3-13） 

●やぶ（神田佐久間町 4-17） 

●近藤理容店（東神田 2-7-9） 

●京屋（東神田 2-9-17） 

●理容 スター（岩本町 1-9-7） 

●浅野屋（岩本町 2-7-5） 

●ヘアーサロン  シミズ（岩本町

2-8-1） 

●満留賀（神田岩本町 1-11-8） 

●十六文そば七（神田岩本町 1-2-11） 

ボランティア情報ステーション一覧 
（和泉橋地区・神田公園地区） 

●満留賀（内神田 3-10-5） 

●神田江戸ツ子寿司 江戸の家 

（内神田 3-13-3） 

●米むら（神田司町 2-19-5） 

●ヘアーサロン セキネ 

（神田司町 2-2-2） 

●松月庵（神田司町 2-6-19） 

●若竹（神田司町 2-6-4） 

●そば処満月（内神田 3-4-1） 

●ネオリーブ  ルカ（神田小川町

2-14-16 大宮第一ビル 2Ｆ） 

●リム（有）カットイン セゾン 

（神田小川町 3-10 オオタビル 2Ｆ） 

●満留賀（神田小川町 3-2） 

●かんだ串亭（神田小川町 3-2-9） 

●やぶ仙（神田小川町 3-6） 

●理容マスダ 

（神田錦町 1-9 天理ビル B1） 

●神田錦町 更科（神田錦町 3-14） 

※上記のボランティア情報ステーション
は、生活衛生同業組合のみなさまにご
協力いただいています。 

ボラセンスタッフ日記「ブイログ」 
 February.28.2010 

この「ブイログ」は、当ボランティアセンターのス

タッフが日々業務の中で感じるボランティア観、

社会や地域でおきている出来事について、スタッ

フの視点で書き込む日記のような記事です。 

私が幼少から学生時代を過ごしたまちは、まちの名前にも使われるほどの桜の多いまちでした。春になると、

長い桜のトンネルが出来る道もあり、そこを通るたびに、幸せを感じていました。気づけば早いもので、ちよ

だボランティアセンターに勤めるようになって、一年になろうとしています。再び、桜の季節到来です。この

千代田区も歴史ある桜のまち、この時期になると毎日見ることができる桜の景観は本当に素晴しく、幸せな気

持ちになれますね。 

桜は、昔から多くの人の心を魅了してきました。桜が文学に歴史上初めて登場するのは『日本書紀』です。

日本に現存する最古の和歌集『万葉集』では、約４５００首の約３分の１が何らかの植物を詠んでいるといわ

れており、１５０種をこえる植物が登場するそうです。『古今和歌集』の頃になると、桜の歌が多くみられるよ

うになり、日本の花として桜が定着したのもこの頃なのだそうです。 

～待てと言ふに 散らでしとまるものならば 何を桜に 思ひまさまし～ 読人知らず（古今和歌集） 

これは「待てと言って、散らずにいてくれるものならば、これ以上何を桜に望むだろうか」という意味だそ

うです。桜の美しく咲く日が続いてほしい、という願いがこもった歌です。そんな気持ちになるのは、今も昔

も変わらないものなのですね。 

日本の多くの人々の思いがつながって、素晴しい桜の景観が何百年も経ったいまも残され

ているんだなぁ、と思うと感慨深いものがあります。それはほんのささいなことのようです

が、ひとりひとりの思いがつながって、多くの人の思いになり、かたちになる。 

これは、いまの私がさせていただいているボランティアコーディネーターの役割にも似て

います。皆様の思いをつなげるとともに、自分自身も皆様とつなげていただく、というボラ

ンティアコーディネーターというお仕事に、ご縁があったことの喜びを感じながら、桜咲く

日を待ち遠しく思うこの頃です。                    （いけじり） 
（＊後藤夜半 遺句集『底紅』（1978）より） 

『或日あり或日ありつつ春を待つ＊』 
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